
客観的な指標の算出方法	

	

	 成績評価については、「ＧＰＡ（Ｇrande	Ｐoint	Ａverage)」制度を導入し、各学科	

	 別に成績分布を把握し、適切に実施している。	

	 	

	 履修する授業科目をＧＰＡの対象科目としている。	

	

客観的な指標の設定は、履修した科目の成績を次の４段階で評価し、その評価を点	

数換算のうえ合計点数を算出。その合計点数を履修科目数で除し平均値を算出す	

る。	

	 Ａ⇒３点、	 Ｂ⇒２点、	 Ｃ⇒１点、	 Ｄ⇒０点	 として数値化。	

	

	 学生が履修した授業科目の成績のＧＰは、下記のとおりとする。	

	

評	 価	 	 Ｇ	 Ｐ	

	 	 Ａ	 	 	 ３	

	 	 Ｂ	 	 	 ２	

	 	 Ｃ	 	 	 １	

	 	 Ｄ	 	 	 ０	

	

ＧＰＡは次の式により計算するものとし、その数に小数点以下第二位未満の端数が	

ある時は、小数点以下第三位の値を四捨五入するものとする。	

	

	 ＧＰＡ＝（履修科目の科目数×ＧＰの合計	 	

	 	 	 	 	 	 	 履修した講義の総科目数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  


